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　12世紀後半から 13世紀中頃にかけて成立した『狐物語』における同時代

文学作品のパロディーは、研究者ばかりではなく、現在使用されているコレー

ジュの教科書によっても指摘されてきたことである︵1︶。この作品群の中で、

リュシアン・フーレが、最初に成立した作品と考えた第 II-Va枝篇の冒頭で

は、ルナールとイザングランのはなはだしい敵対関係が、武勲詩や古代物語

の主人公たちをひきあいにだして語られている。またさらに、ルナールとエ

ルサンとイザングランの三角関係は、トリスタン物語におけるそれをモデル

に作られたのだということもよく指摘されている︵2︶。ここでいうパロディー

の効果と、『狐物語』における動物の登場人物のとるに足らない行為を描く際

に、ふつうは、武勲詩や騎士道物語における英雄の行為を描く際に使われる

文体や表現をあてはめることから生じる齟齬による、というのが、筆者がこ

の研究をはじめて以来の考えである︵3︶。

　本論では、13世紀前半にフランスに成立した散文『アーサー王の死』と、

同世紀後半に『狐物語』の後継作として成立した『新版ルナール』に現れる

運命女神に着目して、前者が後者に影響を与えているのではないかという仮

説を提示する。そのためにまず、アーサー王伝説と『狐物語』の関係につい

て、先行研究が述べていることを整理した上で、『新版ルナール』に特に影響

を与えたと考えられる『狐物語』第 XI枝篇が『アーサー王の死』のパロ

ディーとなっていることを指摘する。その上で、『新版ルナール』と『アー

サー王の死』に登場する運命女神を、同時代の俗語文学に登場するこの女神

の描かれ方も考慮しつつ比較して、前者は後者を下敷きにしているのではな

いかということを指摘する。さらに、前者が後者と間テクスト性を有してい

るとして、作者は、それにより何を言おうとしているのか、それはパロ

ディーといえるかということを検討する。以下で述べるように、『狐物語』に
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おいてアーサー王の物語のパロディーがあったことは、よく論じられてきた。

しかし、そのような間テクスト性が後継作にまで及ぶかどうかということに

ついての先行研究はないように思われる。

1．『狐物語』とアーサー王物語

　『狐物語』では、第 I枝篇とその続編（Ia, Ib）および、第 XI枝篇と第 XVII

枝篇に（これらの枝篇は、以上の順に成立したと考えられている）、アーサー

王物語のパロディーと思われる箇所がよく見られる。とりわけ指摘されてき

たのが第 Ib枝篇である。ノーブル王の軍隊に追われて生死不明であるという

設定のルナールが、旅芸人に化けて故郷に舞い戻るというというのがこの枝

篇の内容である。イザングランに対してルナールは、自分は、ブルターニュ

のレーや、メルラン、アーサー王、トリスタンとすいかずらの話しを知って

いると述べるが︵4︶、これが『トリスタン佯狂』のパロディーになっているこ

とは明白だろう。

　また、第 I枝篇と第 Ia枝篇において、ルナールの息子の一人はペルスエと

呼ばれている︵5︶。生け垣（haie）を突き抜ける（percier）とは、農村部におけ

るこの動物の生態をよく言い表しているわけだが、これが、ペルスヴァルの

名前のもじりであることは言うまでもない。

　また、ルナールと、王妃フィエールの関係に注意を払うことは大切である。

第 I枝篇の最終部でルナールは、いったんは死刑を宣告されるが、妻エルム

リーヌの嘆願のおかげで王に赦されて巡礼に出る。その際、王妃はルナール

に指輪を与える。この作品の続編である第 Ia枝篇においては、ノーブル王の

軍隊に包囲されたルナールが、ある晩、王のテントに忍び込んで、王妃を強
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姦した後、捕らえられる。この時王妃は、かつてルナールに指輪を与えるこ

とにより、人の恨みを買うことになったと反省したというくだりがある。そ

れにも関わらず、王妃はルナールのいとこであるグランベールに隠れて会い、

ルナールへと御守りを託す︵6︶。第 I枝篇以前から、ルナールと関係を持って

いたことを想定するのでなければ、彼女の心理と行動は理解することができ

ない。ルナールはランスロとも重なってくるというわけである。

2．『狐物語』第XI枝篇「皇帝ルナール」における『アーサー王の死』のパロ

ディー

　ルナールと王妃との関係は、『狐物語』の中では中期以降に書かれたとされ

ている第 XI、第 XVII枝篇においても反復される。これらの中でも、第 XI枝

篇は特に興味深いものである。というのも、この作品の後半は、ノーブル王

の二回の戦争 ―― 一つは異教徒に対するもの、もう一つはルナールに対す

るもの ―― を描いているからである。

　駱駝に率いられた異教徒の軍隊が自国に侵攻してくると、ノーブル王は自

ら軍を率いてこれを迎え撃とうとするが、この際にルナールを摂政に任命す

る。王が出発すると、妻エルムリーヌを亡くしたばかりという設定になって

いるルナールは、王妃と宮廷に留まる。テクストには彼も王妃も喜んでいた︵7︶

とある。

　異教徒との戦いは王の勝利に終わるが、この間にルナールはノーブル王か

らの書状を偽造して、使者を使って自らの宮廷に届けさせる。ここには、自

分が亡き後はルナールを王妃と結婚させるという、王の「最後の意志」が書

かれているが、彼はそれをみなに伝える。それを聞いた王妃は、躊躇わずこ
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れを承諾する。

王妃はこれを聞くと、みなの前で答えました。「麗しい殿よ、あの人〔＝

ノーブル王〕がそうお命じなのですから 私は命じられていることをしな

くてはなりません。他にどうしようもないのですから。（RenβXXL,  

v. 21227-21231）

王が軍を率いて帰ってくると、ルナールは開門することを拒否する。戦争が、

裏切り者と裏切られた者の間で始まる。

　ロジェ・ベロンが指摘しているように、『狐物語』第XI枝篇の筋は、『アー

サー王の死』で、アーサー王がランスロと戦う間に、留守を任されたモルド

レが、王を裏切って王妃グニエーヴルと結婚をしようとするエピソードを思

い起こさせる︵8︶。ルナールとフィエールの関係は、モルドレとグニエーヴル

のそれに重ね合わせることが可能だ。ただし、以下のような違いがある。

　すなわち、両作品の王妃たちは、王に反旗を翻した摂政に対して正反対の

態度をとる。フィエールがルナールの愛を喜んで受け入れるのに対して、グ

ニエーヴルはモルドレの愛を拒絶してロンドン塔に閉じこもる。また、フィ

エールは、ノーブル王が帰還しても何の反応も示さないでルナールを助ける。

ベロンも述べているように、あたかも、彼女はノーブル王の妻であったこと

を忘れてしまったかのようだ︵9︶。

ルナールは軍馬にまたがります。王妃に別れを告げてルナールは言いま

す。「私が思うところ、王は囚われ人となってまた嫌な思いをすることに

なりましょうぞ。」〔王妃は〕言います。「神の賛同あれ。あなたの言うこ
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とが本当になりますように。」去り際に彼は彼女に口づけをします。

（RenβXXL, v. 21574-21581）

王が戻ってきて戦いが始まろうという時にグニエーヴルが、モルドレとの関

係については無実であるのにも関わらず、たとえ王が勝っても、モルドレを

相手に自分が貞潔を守れたとは信じてもらえないだろうと心配をして修道院

に入って世を捨てたこと（『アーサー王の死』の 169, 170節）と、フィエー

ルの態度は対照的である。こうして比較をすると、『狐物語』第 XI枝篇のテ

クストは、ジャン・フラピエが強調したような『アーサー王の死』における

このエピソードに見られる運命の劇的要素︵10︶ を排除することによって、女性

の節操のなさを強調していると見ることができる。

　以上に、『狐物語』第 XI枝篇は、『アーサー王の死』のパロディーとして

読めることを指摘した。ここで、お断りしておかなければならないことがあ

る。この議論には、作品の成立推定年代上の問題がある。というのは、『狐物

語』の各枝篇の成立年を、1914年刊行の博士論文で推測したリュシアン・

フーレが第XI枝篇の成立年代を 12世紀の終わりとしているからだ︵11︶。『アー

サー王の死』成立の推定年代は 1230年だが、これよりも 30年ほど前という

ことになる。フーレによる『狐物語』各枝篇の年代測定には、すでに 30年も

前から研究者たちから疑問の声があがっているが︵12︶、それに代わる説も提出

されていない。

　しかし、フーレの議論を検討してみると、第 XI枝篇に関しては、テクス

トにおいて史実との関わりから年代測定が可能になるような箇所は一切指摘

されていない。フーレは、「ルナールの葬送」を描いた第XVII枝篇に第XI枝

篇のルナールとフィエールの結婚についての言及があることから、それより
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も早いと推測している。フーレは第 XVII枝篇の成立を 1205年頃としている

が、それは、この枝篇に描かれている狐の葬送が、教会の壁に彫られている

ことに言及した 1220年頃の説教があることを根拠に、作品で書かれたことが

壁に彫られ、説教で言及されるにはこれぐらいかかるだろうということから

導き出されている︵13︶。しかし、現代に生きる我々は、その後の美術史の分野

の研究成果により、モデナ大聖堂の狐の告解、死に真似、葬送の彫刻は、『狐

物語』ではなく、『フィシオログス』に想を得たもので、12世紀初頭にはで

きていたであろうことを知っている︵14︶。そうすれば、フーレによる推定年代

の最終年（terminus ad quem）の根拠は突き崩されてしまう。上にあげた論文

でベロンは、第 XI枝篇の成立年代をもっと後にずらすことを提案している

が、筆者には正当であるように思われる。

3．『アーサー王の死』、『狐物語』第XI枝篇、『新版ルナール』の間テクスト性

　以上に、『狐物語』の第 I, Ia, Ib, XI枝篇には、アーサー王物語の影響が強

く見られるということを指摘した。次に、『新版ルナール』に話題を進めるこ

とにする。この作品の末尾に記されていることによれば、これは、1281年に

リールにおいて、ジャクマール・ジェレという人物によって完成されたとい

うことである︵15︶。この作品は、『狐物語』の上に述べた作品の中でも、特に

第XI枝篇からの影響を大きくうけているものと考えられる。すなわち、I, Ia, 

Ib, XI枝篇において形成されてきた王妃とルナールの関係が再現されており、

また、特に第XI枝篇で活躍しているルナールの息子たちが重要な役割を担っ

ている。さらに、本論ではここに注目したいのだが、『新版ルナール』の第二

部には、ルナールとノブロン王の戦いが描かれていて、ルナールが実質的に
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勝利を収めた後、運命の車輪の頂点に立つルナールというモチーフが現れて

いる。ルセル版の 6498行以下の粗筋を紹介する︵16︶。

　戦いの趨勢が決まった後、ルナールは圧倒的に優位であるのにも関わらず、

王と和解をする。再び、王の臣下となるが、ルナールは、その抜け目のなさ

に評判が広まり、世界中の王公、高位聖職者に招かれて熱烈に歓迎される。

かくして、ルナールの詐術的なふるまい「ルナルディー（renardie）」が世界

に君臨するようになる。『狐物語』第 XI枝篇と同様に、ルナールは王と戦い

をする。また、実際には王にはならないものの、詐術によって世界に君臨す

るという意味で戴冠をする。写本には運命の車輪を題材にした細密画が描か

れているが、そこでのルナールは冠を戴いている（本論末の図版参照）。すな

わち、戦いと戴冠という『狐物語』第 XI枝篇の根幹をなす二要素が、『新版

ルナール』にもある、ということである。

　次に、『新版ルナール』において、ルナールが世界に君臨するに至る過程を

紹介する。その上で、ここにおける運命の車輪のモチーフを、『アーサー王の

死』におけるそれとの関係性により読む可能性について論じたい。ルナール

と王が休戦協定を結んだ際、それまで、ルナール軍の船である「悪徳の船」

の操船を担当していたドミニコ会修道士たちと、フランシスコ会修道士たち

は、恩賞としてルナールに援助を求める。ルナールは、息子のうちルナルデ

ルを前者に、ルセルを後者に与え、彼らはそれぞれの修道会の管区長になる。

さらに、世界中の聖俗の権威者がルナールを求めて争う。特に、アッカにい

るテンプル騎士修道会と、ヨハネ騎士聖堂会が熱心で、どちらに行くかは、

ローマ教皇に委ねられる。その間に、エルサレム総大司教の求めには、ス

デュイアンを与えることで応えるが、語り手によると、これは、エルサンと

ルナールの間にできた不義の子ということである。ルナールは最終的に、半



81『新版ルナール』と『アーサー王の死』における運命の女神

分がテンプル騎士団。半分がヨハネ騎士団の制服を着て、両方の騎士修道会

に入ることにする。

　運命女神が儀仗馬に乗って登場するのは、この場面でのことである。ル

ナールに、車輪の頂上に登るように促すが、ルナールはこれを拒否する。そ

こに座った場合、もし女神が車輪をまわせば、真っ逆さまに落ちてしまうか

らというわけである。彼女は応えて言う。「今のところ、車輪が私によって回

されることは決してないでしょう。」と。自分が支えているからお登りなさい

というわけである。

「今のところ、車輪が私によって一回転とて回されることはないでしょ

う。あなたは「誠実」を打ち破りました。「忠実」は私の足もとにいま

す。いつになろうと、再び立ち上がることはないでしょう。「欺瞞」が彼

を倒したからです。ルナール殿、あなたの力により、「傲慢」は「謙虚」

を私の足もとに倒して赤っ恥をかかせました。「謙虚」は本物の「誠実」

のために狼狽していたのですが、ルナール、あなたが「誠実」を倒した

からです。〔車輪に〕登りなさい、ルナール、あなたの右には「傲慢」

が座し、あなたの左には驢馬のフォーヴァンに乗った「悪巧み夫人」が

座します。あなたのいとこである「欺瞞」は、あなたの伯父である「不

正」の息子ですが、〔「不正」は〕「ごまかし」夫人に彼を産ませたので

す。私は「欺瞞」を車輪に登らせます。この者について示しておくと、

皆を殺すために手に鎌を持っています。これにより、この世の「正義」

を追放するのです。曲がり歪んだ鎌のように「忠実」はこの世で死んで

しまいました。いつになろうと、再び立ち上がることはないでしょう。」

（RenNouvR, v. 7692-7715）
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運命女神が言うに、ルナールは「誠実」（Foi）を打ち破り、彼女の足もとに

は「欺瞞」（Fausseté）が倒した「忠実」（Loyauté）が転がっているというこ

とである。彼女は、他の寓意人物にルナールの脇を固めさせるからと言って

ルナールを説得する。「傲慢」（Orgueil）が彼の右に、「悪巧み夫人」（Guile）

が左にそれぞれ座す。運命女神は「欺瞞」（Fausseté）を、同様に車輪の上部

に登らせる。荘厳のルナール、アンチキリストとして君臨する、というわけ

である。L写本（BnF fr. 1581）の末にはこの場面が細密画で描かれている

（本論末の図版参照）。

　それでは、『狐物語』第 XI枝篇と『新版ルナール』を『アーサー王の死』

と比較してみよう。第 XI枝篇においてルナールは、『アーサー王の死』のモ

ルドレと同様に王に反旗を翻して王位につく。とはいえ、最終的には破れて、

モルドレとは異なって王と和解する。一方、『新版ルナール』においてルナー

ルは、まず王と和解をして、その後その偽善の力により、象徴的な戴冠を果

たす。その時、運命女神が現れるが、これは、ローマ人たちを倒したばかり

のアーサー王の身に起きたことと同様である。すなわち、アーサーも『新版

ルナール』のルナールも、この世における栄達の絶頂に達した瞬間に、運命

女神に出会っているということになる。『アーサー王の死』のこの有名な場面

をみてみよう。

眠りにつくと、一人の婦人が彼の前に現れたように思われた。かれがこ

の世で見た誰よりも美しく、彼を持ちあげて、かつて見た中で一番高い

山に運んでいった。そこで、彼を車輪の上に座らせた。この車輪には、

座があって、一つがもちあがるともう一つが沈むという具合になってい

た。王は、自分は車輪のどの位置に座っているかに注意したが、自分の
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座は一番高いところにあることを知る。婦人は彼に尋ねていた。「アー

サー、あなたはどこにいますか？」「婦人よ、高い車輪に乗っているけれ

ど、これが何であるかはわからない。」と王。「それは運命の車輪です

よ。」と彼女。さらに、彼に尋ねます。「アーサー、何が見えますか？」

「婦人よ、私には世界中が見えるように思える。」「ほんとうに、世界中が

見えています。これまでは、あなたがその主でないようなものは、たい

してありませんでした。あなたに見えている四方八方で、あなたはかつ

て存在した中で最強の王でした。でも、この世での傲慢というのは、ど

んな者も、世界の権力の座から落ちないというほどに高いところに座っ

ていることはない、というようになっています。」そして、彼をつかん

で、ひどく地面につき押したので、落ちた時、アーサー王は、自分が完

全に砕けてしまい、体と四肢からあらゆる力を失ってしまったように思

いました。（MortArtuF2, §176, l. 56-79）︵17︶

　『狐物語』第XI枝篇を『アーサー王の死』のパロディーであるというには、

推定成立年代の問題があるというのは先に述べた通りである。しかし、『アー

サー王の死』よりも、確実に後で作成されたと考えられている『新版ルナー

ル』の作者が、運命女神とルナールの息子たちを作品に登場させた時に、こ

の作品を意識していなかったと考えることは難しいのではないだろうか。

　というのは、13世紀において、運命女神の出てくる作品は、有名なものだ

けでも、『薔薇物語』後篇における「理性」のディスクールや演劇『葉陰の

劇』がある。しかし、俗語作品の中で運命女神と登場人物の間に会話が成立

している例は、14世紀初頭の『フォヴェール物語』を待たないと︵18︶、本論に

取り上げたものの他にないように思われるのである︵19︶。ジャン・ド・マンも、
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そのディスクールの根底にあるボエティウスも、「理性」や「哲学夫人」に運

命について語らせているが、運命女神自身に口を開かせるということはな

い︵20︶。実際に運命女神が場面に登場する演劇『葉陰の劇』においても、妖精

モルグが、「生まれた時から唖で聾で盲だ」︵21︶ と言うように、女神は無言のま

ま車輪を回している。ところが、『アーサー王の死』と『新版ルナール』では、

短いながら、運命女神が主人公たちに話しかけている。また、両方の物語の

主人公はこの世での栄達を極めているのだが、『アーサー王の死』の運命女神

が、どのような者も権力の座から落ちないということはないと言ってアーサー

王を突き落とすのに対して、『新版ルナール』の運命女神が車輪を支えておく

から、頂上にお乗りなさいと述べていることは、鮮明な対比をなしている。

　『狐物語』の第 I, Ia, Ib, XI枝篇が、アーサー王物語と間テクスト性を示して

いること、さらに、『新版ルナール』の作者が、その間テクスト性から生まれ

た王妃とルナールの関係、ルナールと王の戦いといった要素を作品に持ち込

んでいることは上に見た通りである。ここで付け加えていえば、『新版ルナー

ル』を収める写本のうち、F写本（BnF fr. 1593写本）とV写本（BnF fr. 25566

写本）は、両方ともアーサー王文学であるユオン・ド・メリーの『反キリス

トの騎馬試合』︵22︶ を含んでおり、アーサー王物語をよく知る人たちによって

受容されていたことが想定できる。『新版ルナール』には、その成り立ちから、

アーサー王物語群と結び付けられる磁場のようなものがあるように思われる。

　では、以上に指摘した『アーサー王の死』と『新版ルナール』の間テクス

ト性からは、どのようなメッセージを読み取ることができるだろうか？

　先行研究においては、『新版ルナール』におけるルナールの象徴的な戴冠

に、同時代のフランドル社会についての風刺を見ることに意見の一致がみら

れる。このことは、『新版ルナール』と同様に『狐物語』の後継作品である
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『ルナールの戴冠』についても同様だ。13世紀後半のフランドルは、女伯マ

ルグリットの二度の結婚に起因する後継者を巡っての紛争により、政治的に

多いに混乱した状態にあった。さらに、都市経済の急速な発展に由来する社

会不安がこれに付け加わる。このことについては、ジョン・ヘインズの研究

が詳しく論じている︵23︶。この時代の人々にとって、ルナールの戴冠とは、反

キリストの到来に他ならないものだっただろう。『新版ルナール』の最終部

で、あらゆる美徳を打ち負かして悪と偽善の象徴となったルナールが聖俗の

あらゆる政治権力の中に入り込むことは上に見た通りだが、それがかつて世

俗の王であったアーサーよりも長くこの世に君臨するであろうことが嘆かれ

ているのである。

　しかし、運命女神が、ルナールにその車輪について言ったことを思い出そ

う。「今のところ、車輪が私によって回されることは決してないでしょう。」

とあったが、「今のところ」という留保をつけていることに注目しよう。この

留保により、ジャクマール・ジェレは、こう言いたかったのではないだろう

か？　「今日、人々は美徳を捨てて、ルナールを喜んで受け入れている。も

し、彼らが再び神の道を歩き始めるのでなければ、反キリストのルナールは

決してその王座から去ることはないだろう。アーサー王ですら、その栄光の

頂点から突き落とした運命女神は、ルナールを突き落とすためには何もして

くれない。人は、運命の偶然に頼るのではなく、神への信仰に頼るべきであ

る。実際に、V写本は、そのような戒告で締めくくられている。

だから、私たちの考えを運命女神には賢明に向けておかなければならな

い。頂上に座っている時に車輪がまわらないようにするために。という

のも、忠実な心のままでいる者は落ちることも、道を逸れることもない
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のだから。（RenNouvR, v. 7784-7789）

どうやら、『アーサー王の死』の影響は、『狐物語』第 XI枝篇を介して『新

版ルナール』にも伝わっているらしい。では、『新版ルナール』が『アーサー

王の死』の話す運命女神を取り込んでいることは、『狐物語』第 XI枝篇と同

様に『アーサー王の死』のパロディーとみなせるだろうか？　誰も永遠に運

命の車輪の頂上にとどまらせはしないということにおいて、二つの作品にお

ける運命女神の性質には異なるところがない以上、そこには価値の逆転はな

く、例えや比較以上の関係性を見出すことは難しい。このことには、テクス

トとの無償の戯れに興ずる『狐物語』と、社会諷刺をその趣旨とする『狐物

語』後継作との性質の違いが顕著に現れているように考えられる。

まとめ

　本論において筆者は、『狐物語』第XI枝篇「皇帝ルナール」と『新版ルナー

ル』の類似点を指摘して、『新版ルナール』における運命女神のエピソード

が、『アーサー王の死』との関連で読めるという読みを提案した。アーサー王

物語の『狐物語』への影響は、『狐物語』とは違う精神で書かれていると言わ

れている『新版ルナール』にもみられるということである。

　さらに、本論では、登場人物に話しかける運命女神の描かれ方が 13世紀の

俗語文学においては特異であったらしいことが浮かび上がってきた。このこ

とは、『新版ルナール』と 14世紀の作品で、主人公と運命女神の間に長大な

対話を含む『フォヴェール物語』の影響関係を考える際にも重要であるよう

に考えられる。本文の最後に示した、上位テクストの性質により下位テクス
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トとの関係が異なってくるという問題と同様に、稿を改めて論じたい。

（本論文は、平成 29、30年度成城大学特別研究助成「『狐物語』と 13世紀の『狐物語』模倣
作、『フォーベル物語』における女性の表象」の成果報告である。）

（BnF fr. 1581, folio 57ro, BnF Gallicaより）
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